
2011年04月01日

　
二
月
二
十
四
日
（
木
）
～
二

十
五
日
（
金
）
に
行
わ
れ
た
、

中
建
国
保
第
九
十
七
回
組
合
会

で
、
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計

画
と
歳
入
歳
出
予
算
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
今
年
度
の
健
康
保
険
料
は
、

右
表
の
と
お
り
で
す
。

　
三
月
二
十
八
日
（
月
）（
四
月

分
健
康
保
険
料
等
）
よ
り
、
新

保
険
料
で
引
落
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
険
料
の
内
訳
は
、
三
月
中

旬
に
窓
あ
き
封
筒
（
水
色
）
で

発
送
し
ま
し
た
「
自
動
引
落
の

お
知
ら
せ
」
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
　
健
康
保
険
料
は
、
か
か
っ
た

医
療
費
や
皆
さ
ん
の
収
入
な
ど

を
総
合
的
に
格
付
け
し
て
決
定

し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
を
維
持
、
ま
た
は
引

き
下
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
国

に
対
す
る
ハ
ガ
キ
要
請
・
署
名

運
動
と
医
療
費
を
節
約
す
る
な

ど
の
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
努

力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

自
己
負
担
額
 一
万
円

　
今
年
度
か
ら
償
還
金
制
度

は
、
七
十
歳
未
満
の
組
合
員
本

人
が
医
者
に
か
か
っ
た
時
、
一

ヵ
月
の
自
己
負
担
額
は
「
一
万

円
」
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
一
ヵ
月
（
一
日
～
月
末
ま
で
）

間
に
、
一
つ
の
医
療
機
関
で
の

自
己
負
担
額
が
一
万
円
を
超
え

た
分
は
、
償
還
金
と
し
て
払
い

戻
し
さ
れ
ま
す
。

　
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
書
単

位
（
レ
セ
プ
ト
一
枚
単
位
）
と

な
り
、
診
療
分
と
院
外
調
剤
分

は
合
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
健
康
保
険
適
用
外
や
診
療
内

容
に
よ
り
、
払
い
戻
し
の
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
資
格
取
得
月
よ
り

三
ヵ
月
間
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。
七
十
歳
以
上
の
方
は
償
還

金
の
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。安

心
・
充
実
の
保
障
制
度

　
今
年
度
も
、
中
建
国
保
は
安

心
・
充
実
し
た
保
障
制
度
が
継

続
さ
れ
ま
す
。

　
市
町
村
国
保
に
は
な
い
傷
病

手
当
金
制
度
で
は
、
入
院
時
に

一
日
最
高
六
千
円
。
通
院
時
に

は
一
日
最
高
四
千
円
が
保
障
さ

れ
、
万
が
一
の
時
の
生
活
保
障

が
あ
り
ま
す
。
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中
建
国
保
に
ご
加
入
の
皆
さ

ん
が
お
使
い
の
健
康
保
険
証
の

有
効
期
限
は
、
三
月
末
日
で
す
。

　
有
効
期
限
が
切
れ
る
の
に
あ

わ
せ
て
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
が

所
属
す
る
各
支
部
に
て
、
保
険

証
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
保
険
証
交
換
会
に
行
け
ず
、

ま
だ
健
康
保
険
証
の
交
換
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
健
康
保
険

課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
交

換
方
法
を
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
「
就
学
中
の
方
（
マ

ル
学
）
」
と
「
遠
隔
地
の
方
（
マ

ル
遠
）
」
の
健
康
保
険
証
は
、

支
部
で
交
換
で
き
ま
せ
ん
。
本

部
事
務
所
で
の
取
り
扱
い
に
な

り
ま
す
の
で
、
別
途
該
当
者
へ

送
付
さ
れ
た
案
内
で
手
続
き
方

法
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
賃
金
実
態
調
査
（
黄

色
）
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
十
三
年
度
中
に
七
十
五
歳
に

　
　
　
　
到
達
す
る
家
族
の
方

　
平
成
二
十
三
年
度
中
に
七
十

五
歳
に
到
達
す
る
家
族
の
方

は
、
誕
生
日
の
翌
日
で
中
建
国

保
の
資
格
喪
失
を
す
る
た
め
、

個
別
の
健
康
保
険
証
を
交
付
し

ま
す
。

　
（
保
険
証
の
有
効
期
限
が

組
合
員
や
他
の
家
族
と
異
な

る
た
め
）

 二
十
三
年
度
中
に
組
合
員
が
　

　
 七
十
五
歳
に
到
達
す
る
世
帯

　
平
成
二
十
三
年
度
中
に
組

合
員
が
、
七
十
五
歳
に
到
達

す
る
場
合
、
健
康
保
険
証
の

有
効
期
限
は
、
七
十
五
歳
の

誕
生
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

問
合
　
健
康
保
険
課
ま
で
ご

　
　
　
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
入
院
・
通
院
合
わ
せ
て
最
高

で
六
十
五
日
間
の
支
給
と
な
り

ま
す
。（
待
機
期
間
五
日
間
経
過

後
、
六
日
目
よ
り
支
給
開
始
）

　
申
請
に
は
、
医
療
機
関
の
証

明
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
同
一
傷
病
及
び
、
そ
の
傷
病

が
原
因
で
新
た
に
発
生
し
た
傷

病
に
つ
い
て
は
、
六
十
五
日
間

を
限
度
と
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
外
と
し
て
】

・
資
格
取
得
日
よ
り
九
十
日
間

　
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
労
働
災
害
・
交
通
事
故
・
第

　
三
者
行
為
の
場
合
は
支
給
さ

　
れ
ま
せ
ん
。

安心・充実安心・充実のの保険制度は保険制度は
今年度も継続しま今年度も継続しますす

安安心はいつも中建国保か心はいつも中建国保からら
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全建愛知第39期役員立候補受付 旺
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全建愛知第39回定期大会告示

　次のとおり、「全建愛知第39回定期
大会」を開催します。

日　程　平成23年6月19日（日）
会　場　名古屋国際会議場
　　　　名古屋市熱田区熱田西町
　　　　　　　　　　　　　  1番1号

議　題　第38期経過報告
　　　　第38期決算報告
　　　　第39期運動方針案
　　　　第39期予算案
　　　　功労者表彰
　　　　役員改選
　　　　その他　

代議員　大会議事運営規程により、各
　　　　支部へ通達

　次のとおり、「全建愛知第39期役員
立候補」を受付けます。

　・立候補を受付ける役職
　　　執行委員長
　　　副執行委員長
　　　書記長
　　　書記次長
　　　執行委員（専門部長含む）
　　　会計監査

　・立候補受付期間
　　4月1日（金）～7日（木）
　　　　　　 　　午後5時届出書必着

　立候補の届出をする場合は、選挙規
程第5条により、所属する支部の推薦
を得た上で、選挙管理委員会に届出て
ください。
　なお、ご不明な点があれば、組合ま
でご連絡ください。
　　　　　　全建愛知選挙管理委員会

お見舞い

　東日本大震災の

被災者の皆様に、

心よりお見舞い申

し上げます。

※「健康保険」・「後期高齢者支援金分保険料」の保険料徴収被保険者は、３歳～74歳

　までの方になります。また、扶養家族６人目以降は徴収いたしません。

　３歳未満の乳幼児は保険料を徴収せず、義務教育就学前までは８割給付になります。

※「介護保険料」の保険料徴収被保険者は、第２号被保険者／40歳～64歳までの方

　になります。

※70歳以上の被保険者は８割給付。（但し、現役並み所得者は７割給付）

後期高齢者支援金分保険料

（）内は前年度比

介護保険料

（）内は前年度比

健康保険料

（）内は前年度比

年齢と

就業形態
種別

3,500円

（＋200円）

3,200円

（＋200円）

16,900円

（＋200円）

30歳以上の

事業主
第１種

組合員

3,000円

（＋200円）

2,600円

（＋200円）

14,300円

（＋200円）

30歳以上の

一人親方
第２種

2,700円

（＋200円）

2,300円

（＋100円）

11,900円

（＋200円）

30歳以上の

雇用労働者
第３種

1,900円

（＋100円）
---------

8,800円

（―200円）

25歳以上

30歳未満
第４種

1,800円

（＋100円）
---------

6,800円

（―200円）

20歳以上

25歳未満
第５種

1,700円

（＋100円）
---------

4,800円

（―200円）
20歳未満第６種

1,500円

（＋100円）

1,900円

（＋100円）

2,900円

（　0円）
家族１人につき

平成23年度／保険料等一覧

― 
＋ 

健
康
保
険
証
の
交
換
を

お
忘
れ
な
く
、
速
や
か
に



③③
  ①
②
以

①
②
以
外外
でで

　
  受
診
す
る
場

受
診
す
る
場
合合

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

①
契
約
健
診

①
契
約
健
診
機機
関関

待
ち
時
間
な

待
ち
時
間
な
しし

要
予
要
予
約約

　
  健
康
診
断
の

健
康
診
断
の
　
　
　

受
診
資
格

　
　
　
　
  受
診
資
格
 

　
「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

被
保
険
者
」
に
限
り
ま
す
。

　
但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
受
診
希
望
の

場
合
は
、
実
費
負
担
（
一
万
円
）

で
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

　
お
よ
び
組
合
員
外
は
受
診
で

　
き
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合

　
員
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

　
険
者
（
市
町
村
・
社
会
保
険

　
等
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

　
今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳

以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受

診
率
六
十
％
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

　
ぜ
ひ
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
積

極
的
に
健
康
診
断
を
お
受
け
く

だ
さ
い
。

　
組
合
の
健
康
診
断

組
合
の
健
康
診
断
　
　

メ
リ
ッ

　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
トト

①
特
定
健
診
に
必
要
な
基
本
項

　
目
の
他
、
大
腸
が
ん
検
診
（
二

　
日
法
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生
法
に

　
よ
る
必
須
項
目
も
含
ま
れ

　
た
健
診
項
目
を
実
費
負
担
な

　
し
で
受
診
で
き
ま
す
。

②
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

　
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

　
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
受
診
で

　
き
ま
す
。健

診
項

健
診
項
目目

【
基
本
健
診
項
目
】

■
問
診

　
自
覚
症
状
・

既
往
歴
・

生
活
習
慣

■
理
学
的
検
査

　
視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

　
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

　
中
性
脂
肪
・
H
D
L
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ

　
Ｔ
・
r
|
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・
Ｈ
b
Ａ
１
C

■
尿
検
査

　
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

　
・
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
・
視
力

　
・
聴
力

　
・
心
電
図

　
・
血
液
検
査

　
　
（
R
B
C
・
H
b
・
H
t
）

【
が
ん
検
診
】

　
大
腸
が
ん
検
診
（
二
日
法
）

適
用
除
外
の

　
適
用
除
外
の
　
　
　
　

従
業
員
に
つ
い

　
　
従
業
員
に
つ
い
てて

　
適
用
除
外
事
業
所
※
1
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て

中
建
国
保
の
「
個
人
に
対
す
る

健
康
診
査
補
助
事
業
」
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
建
国
保
は
、
特
定
健
診
の

結
果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し
て

上
限
一
万
円
を
支
払
い
ま
す
。

※
１
　
適
用
除
外
事
業
所
…

　
法
人
の
事
業
所
、
ま
た
は
五

　
人
以
上
の
従
業
員
が
い
る
個

　
人
事
業
所
で
、
健
保
適
用
除

　
外
手
続
き
を
し
て
い
る
事
業

　
所

健
診
方

健
診
方
法法

　
上
記
①
契
約
健
診
機
関
一
覧

表
よ
り
、
健
診
機
関
を
選
択
し
、

ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員
で

　
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口

　
へ
「
健
康
保
険
証
」
を
提
示

　
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
待

　
ち
時
間
が
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

　
に
受
診
で
き
ま
す
。

　
今
ま
で
の
契
約
健
診
機
関
で

の
健
康
診
断
ま
た
は
集
団
健
康

診
断
と
違
い
、
健
診
業
者
が
中

建
国
保
の
組
合
員
の
事
務
所
・

自
宅
ま
で
出
張
し
、
健
康
診
断

を
行
う
「
巡
回
健
診
サ
ー
ビ
ス
」

で
す
。

　
近
く
に
契
約
健
診
機
関
が
な

い
地
域
の
組
合
員
、
都
合
が
つ

か
ず
集
団
健
康
診
断
に
行
け
な

い
組
合
員
に
お
勧
め
の
健
康
診

断
で
す
。

■
医
療
機
関
名

　
　
あ
お
ば
健
康
サ
ポ
ー
ト
㈱

■
場
所
　
名
古
屋
市
北
区
大
曽
根

　
　
　
　
　
　
　
２
―
５
―
３

■
℡
０
５
２
―
５
０
８
―
７
4
６
１

■
予
約
受
付
　
月
曜
～
金
曜
日

　
午
前
九
時
～
午
後
六
時

■
契
約
内
容
　

　
基
本
健
診
項
目
＋

　
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
健

　
診
項
目
＋

　
が
ん
検
診
（
他
契
約
機
関
と
同
様
）

①
予
約
方
法
…

　
中
建
国
保
の
組
合
員
で
あ
る

　
旨
を
伝
え
て
い
た
だ
き
、
一

　
ヵ
月
前
ま
で
に
ご
予
約
・
ご

　
相
談
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
実
施
の
条
件
…

　
・
中
建
国
保
の
組
合
員
と
ご
家

　
　
族
の
方
で
、
三
十
名
以
上
お

　
　
集
ま
り
い
た
だ
け
る
こ
と
。

　
・
事
務
室
ま
た
は
応
接
室
な
ど

　
　
（
健
診
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
）
を

　
　
お
貸
し
い
た
だ
け
る
こ
と
。

　
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
等
を
止
め

　
　
ら
れ
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

　
　
確
保
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
。

  レレ
ン
ト
ゲ
ン
車
・

ン
ト
ゲ
ン
車
・
　
　

心
電
図
車
の
サ
イ

　
  心
電
図
車
の
サ
イ
ズズ

A
…
長
6
9
9
×
幅
2
9
9
×

　
　
高
3
0
4
（
㎝
）

　
　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
車

B
…
長
6
8
6
×
幅
2
0
2
×

　
　
高
2
5
7
（
㎝
）

　
　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
車

C
…
長
5
3
8
×
幅
1
6
9
×

　
　
高
2
3
8
（
㎝
）

　
　
心
電
図
車
（
人
員
運
搬
も

　
　
兼
ね
る
）

※
右
記
車
両
が
巡
回
健
診
に
向

　
か
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、（
A
か
B
の
ど

　
ち
ら
か
一
台
）
と
（
C
）
の

　
計
二
台
が
向
か
う
予
定
で
す
。

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

②
巡
回
健
診
サ

②
巡
回
健
診
サ
ーー
ビビ
スス

待
ち
時
間
な

待
ち
時
間
な
しし

要
予
要
予
約約

　
①
契
約
健
診
機
関
②
巡
回
健

診
サ
ー
ビ
ス
以
外
で
、
受
診
を

希
望
す
る
場
合
、
中
建
国
保
の

規
定
の
条
件
（
受
診
者
資
格
・

健
診
項
目
）
を
満
た
し
て
い
な

い
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
必
ず
、
健
診
を
受
け
る
前
に

組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
受

診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

【
補
助
金
額
】

　
基
本
健
診
項
目
・
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
・
が
ん
検
診
を
含
ん
だ

健
診
を
受
診
さ
れ
た
場
合
、
上

限
一
万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

注
意
事

注
意
事
項項

・
健
診
補
助
は
年
度
内
一
回
に

　
な
り
ま
す
。
①
・
②
・
③
の

　
い
ず
れ
か
に
対
し
補
助
し
ま

　
す
。

・
食
事
は
、
前
日
の
午
後
九
時

　
ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ

　
き
、
当
日
、
健
診
終
了
ま
で

　
水
以
外
の
摂
取
は
お
や
め
く

　
だ
さ
い
。
牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ

　
ド
リ
ン
ク
・
清
涼
飲
料
水
・

　
ガ
ム
・
飴
な
ど
も
検
査
数
値

　
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
中
建
国
保
で
は
、
震
災
・

風
水
害
・
落
雷
・
火
災
等
の

災
害
に
よ
り
、
組
合
員
の
自

宅
等
が
被
害
を
受
け
、
生
活

が
著
し
く
困
難
に
な
っ
た

時
、
三
ヵ
月
分
の
範
囲
内
で

健
康
保
険
料
を
減
免
す
る
制

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

度
が
あ
り
ま
す
。

　
減
免
さ
れ
る
額
は
、
災
害
の

被
害
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
　
被
害
区
分
に
よ
る
減
免
額
の

取
り
扱
い
は
、
下
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
料
の
減
免
を
受
け

る
と
き
は
、

①
保
険
料
徴
収
減
免
申
請
書

②
減
免
の
理
由
を
証
明
す
る
書
類

　
（
消
防
署
、
地
方
自
治
体
な
ど

　
公
的
機
関
の
証
明
書
）
を
添

　
付
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
組
合
で
は
組
合
共

済
よ
り
住
宅
災
害
見
舞
金
の
支

給
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
合
　
健
康
保
険
課
の
中
村
へ

　
　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

災
害
時
に
よ
る
保
険
料
減
免
制
度

も
し
も
の
時
も
、
ご
安
心
く
だ
さ
い

中建国保

減免額被害区分

保険料３ヵ月分
全焼または

全壊及び全部冠水

保険料２ヵ月分
半焼または半壊、

床上1ｍ以上の冠水

保険料１ヵ月分床上１ｍ未満の冠水

被害区分による減免額

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
及
び

健
康
診
断
を
受
け
よ

健
康
診
断
を
受
け
よ
うう

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

年に1度は健診を①　契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号所在地契約健診機関名

月～金曜日8:30～17:30

　  土曜日8:30～正　午
052-821-0090

名古屋市南区千竈通7-16-1名古屋セントラルクリニック

名古屋市中村区那古野1-47-1
国際センタービル10F

国際セントラルクリニック

名古屋市中村区名駅3-26-13
名古屋駅前S.I.Aビル12F

テルミナセントラルクリニック

愛知郡東郷町大字春木字白土1-1884和合セントラルクリニック
月曜日～金曜日
9:00～16:30052-741-9211名古屋市千種区今池1-8-4オリエンタル労働衛生協会

月～金曜日9:00～17:00
土曜日（第一土曜以外）9:00～13:000533-67-0101蒲郡市拾石町前浜40-10オリエンタル蒲郡健診センター

火曜日～土曜日
9:00～17:000566-75-7515安城市相生町14-14三河安城クリニック

月～金曜日9:00～11:30
担当　中村052-486-6875名古屋市中村区道下町2-26ライフ健康クリニック

月～金曜日8:30～17:00
　  土曜日8:30～11:300561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

月～金曜日8:30～17:00
 　  土曜日9:30～11:000120-489-545岡崎市竜美西1-9-1岡崎市医師会公衆衛生センター

月～金曜日9:00～17:00
       土曜日9:00～11:000564-24-2217岡崎市中岡崎町1-10宇野病院健診センター

月曜日～金曜日
9:00～17:00

0567-28-5151
（内線3111）津島市橘町3-73津島市民病院健康管理センター

月～金曜日9:00～17:30
       土曜日9:00～12:300569-27-7887半田市神田町1-1半田市医師会健康管理センター

月～金曜日10:00～17:00
      土曜日10:00～14:000565-57-3366豊田市駒新町金山1-12中野胃腸病院 健診センターなかの

月～金曜日8:30～17:30
       土曜日8:30～12:300532-61-3000豊橋市吾妻町137光生会病院 総合健診センター

火曜日～土曜日
8:30～16:00052-737-6500

名古屋市中区栄2-1-1
日土地名古屋ビル３Ｆ

エルズメディケア名古屋
（女性専用）

月曜日～土曜日
8:30～17:000586-63-3200一宮市小信中島字郷中104泰玄会西病院

月曜日～土曜日
8:00～18:000562-93-8222豊明市沓掛町石畑180-1中京サテライトクリニック

※エルズメディケア名古屋は、女性専用の健康診断施設になります。ご注意ください。
※受診希望日の2週間前までに、「契約健診施設」へ直接電話予約をしてください。

※契約健診機関で受診され、アスベスト読影をご希望される方は、レントゲンフィルムを組合までご提出ください。



出産、結婚、転入など
で家族が増えたとき

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

　
事
業
所
の
労
働
保
険
更
新
の

時
期
が
到
来
し
ま
し
た
。

　
更
新
手
続
き
の
方
法
は
、

①
郵
送
受
付

②
窓
口
受
付

　
と
い
う
二
通
り
が
ご
ざ
い
ま

す
。
　
期
日
内
の
手
続
き
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
窓
口
受
付
に
必
要
な
書
類
】

①
ご
送
付
し
ま
し
た
更
新
書
類

　
一
式

②
会
社
の
「
ゴ
ム
印
」・「
実
印
」

　
（
個
人
事
業
主
は
「
認
印
」
）

③
平
成
二
十
二
年
四
月
～
平
成

　
二
十
三
年
三
月
ま
で
に
完
成

　
し
た
「
元
請
工
事
台
帳
」

④
平
成
二
十
二
年
四
月
分
～
平

　
成
二
十
三
年
三
月
分
ま
で

　
の
、
従
業
員
の
「
賃
金
台
帳
」

　今月の組合費等の自動引落日

は27日（水）です。26日（火）

までに、預金残高をご確認くだ

さい。　

　尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

◎日時　４月17日（日）
　　　　午前10時～

◎会場　全建愛知会館

※お電話でのご予約が必要です

　  ／0120-154-931

　 ／050-3785-1684

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）

　

　中建国保の健全な運営の

ため、職種の変更・組織変更

（個人から法人）・転業・廃

業等がありましたら、組合の

健康保険課へご連絡くださ

い。

中建国保からのお知らせ
　組合からの給付金や中建
国保からの償還金等を振り
込むため、組合員の皆さん
に東海労働金庫の口座を作
っていただいています。
　お手元に、東海労働金庫
の通帳をお持ちでない方
は、給付ができませんので
組合へご連絡ください。

労金口座お持ちですか

民主党 衆議院議員／組合推薦 シリーズ／パート⑭
第15区／豊橋市・田原市

 森本 　 和義 
もりもと かずよし

　皆さん、こんにちは。

　愛知15区（豊橋市・田原市）の森本かずよしです。

　紅白のラグビージャージをトレードマークに活動し

ています。（高校時代にラグビー部でした。）

　政治の世界に入ったのは17年前の1994年でした。愛知2区の古川

元久さんと、日本の政治を変えようと志を持って活動を開始したのが

始まりです。志のある新しい同世代の人間の手で日本が変わればと思

い、応援専門で活動していました。それから10年後の2005年、郵政

選挙の際に、自分の力が国会で国民のために役に立てたらとの思いで、

初めて手を挙げさせていただきました。結果は惨敗でしたが、その後、

家族や両親とともに選挙区内に引っ越しをして約４年浪人生活を続け

た後、2009年の選挙で歴史的な政権交代に立ち会えることができま

した。私は、国民のいのち・こころ・くらしを守るのが政治の役割で

あり、持続可能な日本社会を作るために全力を尽くしていきたいと考

えています。ラグビーの「一人はみんなのために、みんなは一人のた

めに」という言葉が好きです。

　１年目は農水委員会理事として、日本農政の転換に努めました。国

産材を公共建築物に使用する法律や口蹄疫対策特措法等にかかわりま

した。いさはや湾干拓事業の防潮堤の開門についても政府の検討委員

になりました。また、２年目は国

土交通委員会で、建築技能者の賃

金問題（賃金が下がりやすい状況

になっているのではないか）に関

して政府・与党に仲間とともに対

策を提言しています。

　地元の東三河地域の産業、港湾、

道路、農業政策、フェリー存続問

題などにも積極的に取り組んでき

ました。

　日本のために、地域のために引

き続き「荒ぶる魂（ラガーマンの

心）」を内に秘めつつ前進していき

ます！【森本かずよし衆議院議員　記】

街
頭
演
説
を
す
る
森
本
議
員

皆さん、こんにちは。
私、衆議院議員 森本かずよしです。

従業員負担率事業主負担率事業内容

６／10009.5／1000
一般の事業

（設計事務所や加工業など）

７／100011.５／1000建設の事業

平成23年４月分以降の雇用保険率

雇用保険料は給料天引きしてください

総支給額が30万円の場合

300,000円×7/1000＝2,100円

お給料が変われば、雇用保険料も変わりま
す。毎月計算して、従業員のお給料から天
引きしてください。

（従業員の負担分）

建設業の計算例

組
合
員
の

個
人
情
報
取
り
扱
い

　
個
人
情
報
に
関
す
る
法
律

が
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か

ら
全
面
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

り
個
人
情
報
に
一
定
の
制
限
が

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
組
合
（
中
建
国
保
）

で
は
、
組
合
活
動
・
支
部
活
動
・

各
選
挙
・
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
（
Ｄ

Ｍ
等
）
で
組
合
員
名
簿
を
活
用

し
て
い
ま
す
。

　
名
簿
に
つ
い
て
は
、
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
・
職
種
・
年

齢
な
ど
を
表
記
開
示
し
て
い
ま

す
。
　

　
今
後
も
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
、
組
合
員
の
諸
要
求
実

現
の
た
め
、
名
簿
を
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
　

　
ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

事
業
所
の
労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用

事
業
所
の
労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用
））

年
度
更
新
に
つ
い

年
度
更
新
に
つ
い
てて

子供が他県で就学
して保険証がもう
1枚必要なとき

＜必要なもの＞
在学証明、（印鑑）

※全ての手続きにおいて、申請書
　類への記入・捺印・中建国保の
　保険証が必要です。

皆さんの世帯で次のような
異動があったら…

14日以内に組合へ届出てください

※状況に応じて提出していただく
　書類が異なります。まずは、組
　合へご連絡ください。　

住所が変わったとき

＜必要なもの＞
新住所での住民票、（印鑑）

長期出張や施設入所などで
住所を離れて保険証がもう
１枚必要なとき

＜必要なもの＞
世帯全員・続柄記載の住民票、
施設入所証明等、（印鑑）

就職、死亡、転出など
で家族が減ったとき

＜必要なもの＞
就職先での保険証、死亡診断
書、転出した方の世帯全員・
続柄記載の住民票等、（印鑑）

氏名が変わったとき

＜必要なもの＞
世帯全員・続柄記載の住民票、戸籍抄本、（印鑑）

保険証を紛失、破損したとき

＜必要なもの＞
破損した保険証または紛失証明等、（印鑑）

健康保険の異動手続き
中建国保の保険証が必要

労
働
対
策
部

安
全
の

意
識
改
革

私
か
ら

＜必要なもの＞
世帯全員・続柄記載の住民票、
資格喪失証明等、（印鑑）



組
合
共
済
制
度
と

組
合
共
済
制
度
と
はは

　
全
建
愛
知
に
加
入
す
る
と
全

員
の
方
が
共
済
給
付
金
の
対
象

と
な
り
、
自
己
申
請
に
よ
り
給

付
金
を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き

る
共
済
制
度
で
す
。

　
毎
月
二
十
七
日
に
引
落
さ
れ

て
い
る
組
合
費
二
千
四
百
円
の

中
に
、
こ
の
組
合
共
済
掛
金
が

含
ま
れ
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
給
付
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

死
亡
弔
慰

死
亡
弔
慰
金金

　
組
合
員
さ
ん
ご
本
人
・
配
偶

者
（
法
に
定
め
ら
れ
た
配
偶

者
）
・
子
（
生
計
を
共
に
す
る

未
婚
の
子
に
限
る
）
・
親
（
同

居
別
居
問
わ
ず
、
配
偶
者
の
親

も
含
む
）
が
亡
く
な
っ
た
と
き
。

住
宅
災
害
見
舞

住
宅
災
害
見
舞
金金

　
火
災
等
（
破
裂
・
爆
発
・
航

空
機
の
墜
落
等
）
や
自
然
災
害

（
風
水
害
・
地
震
・
噴
火
等
）

で
住
宅
が
損
壊
・
浸
水
し
た
と

き
。

重
度
障
害
見
舞

重
度
障
害
見
舞
金金

　
組
合
員
さ
ん
本
人
が
全
労
済

規
定
の
重
度
障
害
認
定
を
受
け

た
と
き
。

※
重
度
障
害
見
舞
金
の
支
給
を

　
受
け
た
場
合
、
本
人
死
亡
弔

　
慰
金
は
不
支
給
と
な
り
ま

　
す
。

傷
病
見
舞

傷
病
見
舞
金金

　
組
合
員
さ
ん
が
十
四
日
以
上

連
続
し
て
休
業
し
た
と
き
。

傷
病
手
当

傷
病
手
当
金金

　
組
合
員
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ

で
休
業
し
た
と
き
。

・
入
通
院
問
わ
ず
一
日
に
つ
き

　
千
円
（
休
業
三
十
日
目
か
ら

　
最
高
四
十
一
日
間
）

・
入
院
の
み
一
日
に
つ
き
五
千

　
円
（
休
業
七
十
一
日
目
か
ら

　
最
高
百
日
間
）

※
「
傷
病
見
舞
金
」
「
傷
病
手

　
当
金
」
　
は
、
労
災
事
故
・

　
交
通
事
故
・
第
三
者
行
為
の

　
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

成
人
祝

成
人
祝
金金

　
組
合
員
さ
ん
本
人
が
二
十
歳

の
お
誕
生
日
を
迎
え
た
と
き
。

結
婚
祝

結
婚
祝
金金

　
組
合
員
さ
ん
本
人
が
ご
結
婚

さ
れ
た
と
き
。

出
産
祝

出
産
祝
金金

　
組
合
員
さ
ん
本
人
、
ま
た
は

配
偶
者
の
方
が
ご
出
産
さ
れ
た

と
き
。

小
学
祝

小
学
祝
金金

　
お
子
様
が
小
学
校
へ
入
学
さ

れ
た
と
き
。

中
学
祝

中
学
祝
金金

　
お
子
様
が
中
学
校
へ
入
学
さ

れ
た
と
き
。敬

老
祝

敬
老
祝
金金

　
組
合
員
さ
ん
本
人
が
七
十
歳

の
お
誕
生
日
を
迎
え
た
と
き
。

速
や
か
な
申
請

速
や
か
な
申
請
をを

　
組
合
共
済
は
自
己
申
告
・
自

己
申
請
に
よ
り
給
付
さ
れ
、
事

由
発
生
か
ら
二
年
以
内
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
（
事
由
発
生
か
ら
二
年
以
上

経
過
す
る
と
失
効
と
な
り
ま

す
）
　
組
合
共
済
支
給
申
請
書
・
必

要
書
類
を
添
え
て
組
合
ま
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
四
月
よ
り
お
子
様
が
小
学
校

ま
た
は
中
学
校
に
ご
入
学
さ
れ

る
方
は
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ

お
問
い
合
わ
せせ

　
申
請
の
仕
方
・
必
要
書
類
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
詳
し
く
ご

案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
年
金
共
済
課
ま
で
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

　
こ
の
春
、
小
学
校
一
年
生
・

中
学
校
一
年
生
と
な
る
お
子
様

へ
組
合
か
ら
小
学
入
学
祝
金
一

万
円
、
中
学
入
学
祝
金
五
千
円

が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
下
表
の
太
枠
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
健
康
保
険
証
の

コ
ピ
ー
ま
た
は
、
就
学
証
明
書

を
添
付
し
郵
送
ま
た
は
胃
で
組

合
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
お
祝
金
は
四
月
下
旬
よ
り
順

次
、
申
請
さ
れ
た
方
の
労
金
口

座
へ
振
込
い
た
し
ま
す
。

■
備
考

　
昨
年
、
小
学
校
・
中
学
校
に

　
入
学
の
お
子
様
で
未
申
請
の

　
方
は
、
こ
の
機
会
に
申
請
し

　
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合

　
年
金
共
済
課
ま
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

剛 号劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫切 り 取 り 線

充
実
し
た
制
度
で
安

充
実
し
た
制
度
で
安
心心

手 続 き は

組
合
共
済
制
度
の
ご
案

組
合
共
済
制
度
の
ご
案
内内

２ 年 以 内
小
学
校
・
中
学
校
入
学
お
め
で
と
う

速
や
か
に
手
続
き
を



　
二
月
十
三
日
（
日
）
津
島
市

の
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
に
て
津
島

支
部
恒
例
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
が
行
わ
れ
、
五
十
六
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
集
合
時
間
よ
り
も
早
く

来
ら
れ
る
方
が
多
く
、
念

入
り
に
準
備
運
動
を
し

な
が
ら
、
久
々
に
顔
を
合

わ
せ
る
組
合
員
さ
ん
ど

う
し
、
親
睦
を
深
め
な
が

ら
談
笑
し
ゲ
ー
ム
に
挑

み
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ム
が
始
ま
る
と

子
供
達
は
、
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
と
一
緒
に
ボ
ー

ル
を
投
げ
た
り
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
投
げ
た
り
し
、
大
人

は
一
球
一
球
に
歓
声
を
上

げ
、
和
気
合
々
と
し
た
雰
囲

気
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
そ
し
て
待
ち
に
待
っ
た
表

彰
式
。
今
回
は
女
性
十
五
点

子
供
三
十
点
の
ハ
ン
デ
ィ
で

行
い
ま
し
た
が
、
優
勝
は
二

ゲ
ー
ム
合
計
二
百
九
十
二
点

の
椙
村
昭
喜
さ
ん
で
し
た
。

　
今
回
、
景
品
が
当
た
ら
な

か
っ
た
方
、
次
回
は
当
た
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
【
佐
藤
伸
吾
通
信
員
】
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パ
パ
と
一
緒
に

津
島
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

一
球
一
球
に
歓
声
が
上
が
る
２月13日

優
勝
の
椙
村
さ
ん
（
左
）

　節分もすぎ春の気配も

感じられる２月19日（土）

北支部主婦の会の集いを、

木曽路／黒川店で参加者

15名にて催しました。

　日頃は、簡単にすませる

ことが多い主婦にとって、

ちょっとオシャレな会席

ランチを囲んでの語らい

は楽しい情報交換の場と

なりました。少しのビールで会話もはずみ、中建国保の内容確認、仲

間を増やすための声かけ、健康に対

する予防等、いつも家庭で実践して

いることなど、ベテラン主婦ならで

はの、うなずける話が盛り沢山でし

た。

　またたく間に時間もすぎ明日の

エネルギーを補充して散会となり

ました。　　　　　【溝口君代　記】
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 ちょっとオシャレな会席ランチ
北支部主婦の会／食事会・季節の会席料理 ２月19日

楽
し
い
会
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す

話
に
夢
中
で
す

　
二
月
二
十
日
（
日
）
南
支

部
の
青
年
部
の
主
催
で
、

緑
区
の
「
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ

ル
」
に
お
い
て
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
当
日
は
、
午
後
か
ら
の

開
催
に
な
っ
た
せ
い
か
、

参
加
者
は
六
十
名
程

と
例
年
よ
り
少
な
め
で

し
た
。

　
午
後
三
時
に
、
前
田

支
部
長
の
始
球
式
を
合

図
に
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
開
場
の
あ
ち
こ
ち

で
、
歓
声
や
溜
息
、
拍
手

の
音
や
、
ピ
ン
の
倒
れ

る
音
な
ど
が
響
き
わ
た

り
ま
し
た
。

　
各
自
二
ゲ
ー
ム
を
投

げ
る
と
、
別
室
に
て
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、ス
コ
ア

の
一
位
の
方
か
ら
順
番

に
、
ク
ジ
を
ひ
い
て
、
空
気

清
浄
機
や
パ
ン
焼
き
機
な

ど
の
豪
華
景
品
を
獲
得
し

て
い
き
ま
し
た
。
中
に
は
、

図
書
券
一
枚
と
い
う
方
も

い
ま
し
た
が
。

　
最
後
に
、
青
年
部
の
佐

野
部
長
か
ら
、「
み
な
さ

ん
、ス
コ
ア
に
関
係
な
く

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
楽
し

ん
で
く
れ
た
よ
う
で
、
大

変
良
か
っ
た
で
す
」
と
、コ

メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

　
　
　
【
堤
圭
一
通
信
員
】
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い
く
ぞ
　
そ
れ
ー

何
が
出
る
か
な

南
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

 ス
コ
ア
を
気
に
せ
ず
、
楽
し
み
ま
し
た

２月20日

　２月27日（日）、昭和支部青年
部主催の恒例のボウリング大会を
総勢60名で11時より開催しまし
た。
　ご家族で毎年参加してくださる
方も多く、昨年以来という佐藤さ
んは、「楽しくて夢中で投げている
けれど明日になれば、体中痛いか
も」と、笑っていました。
　ボウリング大会終了後は「懇親
会＆表彰式」です。
　その前に「高血圧を予防する」ビデオを15分見ていただきました。
　皆さんが揃ったところで、松山支部長の乾杯の合図で楽しい立食パ
ーティーの始まりです。
　今回は、飲み物と料理の追加もあり
ました。
　いよいよ「表彰式」です。１位は、
岩田明美さんです。２位、３位は井上
さん親子でした。おめでとうございま
す。
　全員に賞品が貰えました。小学生以
下のお子様には、お菓子も頂け大喜び
でした。　　　　　【加藤明美通信員】
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昭和支部／ボウリング大会 ２月27日

明日は体中が痛いかも

さ
ぁ
ー
ど
う
だ

一
位
の
岩
田
明
美
さ
ん

　春爛漫どころか三寒四温の
日々の中、私たち美女軍団13名
は、３月５日（土）ボストン美
術館へ「響きあう　うつわ」日
本陶磁コレクションを鑑賞して
きました。
　近頃の古美術鑑定の流行で、
皆も興味津々です。
　色使いや絵模様等、桃山・江
戸時代と思えないような、お洒
落で現代的なものもあり感動しました。
　鑑定団で名前のよく出てくる作家の前では、いくら位の値がつくの
かと、つい俗的なことが頭をよぎり苦笑い。
　本当に良い目の保養になりました。

　その後、ホテルの30階へ移動
し名古屋の街が、ぐるりと一望で
きるレストランで昼食です。
　どれを食べても、みんな美味し
い美味しいの連発で２日遅れの
ひな祭りを13名のおひな様（？）
で祝い、今年の主婦の会の行事を
相談や話し合い、楽しい一時を過
ごしました。　　【福島秋代　記】
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緑支部主婦の会／美術鑑賞・懇親会 ３月５日

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
て

皆さん美味しい美味しいの連発

美
味
し
い
お
料
理
を
堪
能

　
中
村
支
部
壮
年
部
の
親
睦

を
深
め
る
た
め
の
篠
島
日
帰

り
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
二
月
二
十
七
日
（
日
）
、
中

村
区
各
地
へ
集
ま
っ
た
参
加

者
二
十
八
名
を
乗
せ
た
バ

ス
は
知
多
半
島
へ
と
出
発

し
ま
し
た
。

　
途
中
、ミ
ツ
カ
ン
酢
の

資
料
館
を
見
学
し
、
師
崎

港
よ
り
高
速
船
に
乗
り
篠

島
へ
到
着
。

　
篠
島
観
光
ホ
テ
ル
で
の

昼
食
は
海
の
幸
！
と
ら
ふ

ぐ
、
舟
盛
り
、
た
こ
の
丸
ゆ

で
？
充
分
な
食
事
を
堪
能

し
た
後
、
露
天
風
呂
を
楽

し
む
人
、
海
岸
を
散
歩
す

る
人
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
帰
り
に
、え
び
せ
ん
べ
い

の
里
に
立
ち
寄
り
、
試
食
（
お

腹
い
っ
ぱ
い
の
は
ず
な
の

に
！
？
）
。
そ
し
て
、
お
み
や

げ
（
買
い
す
ぎ
て
し
ま
っ
た

の
で
は
！
？
）
。

　
本
当
に
暖
か
い
日
の
日
帰

り
旅
行
と
な
り
、
参
加
者
は

皆
さ
ん
満
足
し
て
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

　
中
村
支
部
の
組
合
員
さ

ん
、
支
部
行
事
へ
の
参
加
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
【
渡
辺
健
治
　
記
】
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と
ら
ふ
ぐ
最
高
で
す
よ

お酒もすすみます

 中
村
支
部
壮
年
部
／
篠
島
の
旅

海
の
幸
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
２月27日



　
二
月
二
十
日
（
日
）
毎
年
恒

例
の
技
術
対
策
部
主
催
の
技
術

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
目
的
地
は
、
岐
阜
県
高
山
／

桜
山
八
幡
宮
・
飛
騨
の
匠
文
化

館
・
飛
騨
古
川
町
並
み
へ
、
参

加
人
数
四
十
四
名
で
見
学
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
飛
騨
の
匠
文
化
館

に
行
き
、
講
師
と
し
て
飛
騨
古

川
建
築
組
合
連
合
会
事
務
局
長

の
直
井
隆
次
氏
に
飛
騨
古
川
町

並
み
に
つ
い
て
の
説
明
及
び
館

内
の
展
示
物
に
つ
い
て
の
説
明

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
昼
食
後
、
桜
山
八
幡

宮
に
移
動
し
屋
台
会
館
に
て
現

地
案
内
係
の
説
明
を
聞
き
、
ま

飛騨の匠文化館にて講義の様子

　
「
住
ま
い
の
夢
が
今
カ
ナ

ウ
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
住
ま
い
づ
く
り
の
応
援
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、「
ハ
ウ
ジ
ン
グ

＆
リ
フ
ォ
ー
ム
あ
い
ち
二
〇
一

一
」
が
、
三
月
四
日
（
金
）
～

六
日
（
日
）
ま
で
の
三
日
間

（
来
場
者
数
二
万
九
千
四
百

人
）
吹
上
ホ
ー
ル
（
名
古
屋
市

千
種
区
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
建
愛
知
は
、「
親
子
大
工
教

室
」
と
「
住
ま
い
の
相
談
コ
ー

ナ
ー
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
住
ま
い
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
の
質
問
も
多
く
あ
り
、

断
熱
性
の
あ
る
窓
に
リ
フ
ォ
ー

ム
を
し
た
ら
、
ど
れ
だ
け
の
ポ

イ
ン
ト
が
も
ら
え
る
の
か
、
な

ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
六
日
（
日
）
の
イ

ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
毎
年
大
好

評
の
親
子
大
工
教
室
が
行
わ

れ
、
今
年
は
木
製
マ
ガ
ジ
ン

ラ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
十
組

二
十
人
の
親
子
が
集
ま
り
、
午

前
の
部
の
親
子
大
工
教
室
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
会
場
内
は
、
金
づ
ち
を
叩
く

音
が
響
き
渡
り
、
モ
ク
モ
ク
と

木
製
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
を
作
る

親
子
の
姿
が
見
受
け
ま
し
た
。

　
親
子
の
指
導
に
追
わ
れ
る
役

員
は
、
会
場
内
を
忙
し
そ
う
に

た
日
光
東
照
宮
の
精
密
な
模
型

が
展
示
さ
れ
て
い
る
桜
山
日
光

館
も
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

　
帰
り
は
渋
滞
で
予
定
到
着
時

刻
よ
り
遅
れ
ま
し
た
が
、
無
事

研
修
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
年
以
降
も
技
術
対

木組みの説明

ハ
ウ
ジ
ン
グ
＆
リ
フ
ォ
ー
ム
あ
い
ち
二
〇
一
一

住宅対策部

木
の
温
も
り
を
感
じ
た

策
部
一
同
い
ろ
い
ろ
な
研
修
先

を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

【
曾
我
辰
也
技
術
対
策
部
長
　
記
】

駆
け
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
親
子
は
、「
釘
が
曲

が
っ
て
し
ま
い
、
う
ま
く
金
づ

ち
が
使
え
な
か
っ
た
が
、
指
導

員
に
教
え
て
も
ら
い
、
う
ま
く

使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

　
労
働
安
全
衛
生
法
関
係
法

令
に
基
づ
く
、
小
型
移
動
式

ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
受
講
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

■
講
習
日
程

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
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レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
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習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習

運
転
技
能
講
習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　
◎
学
科

　
　
五
月
十
四
日
（
土
）

　
　
五
月
十
五
日
（
日
）

　
※
両
日
と
も

　
　
八
時
五
十
分
～
十
七
時

　
◎
実
技

　
　
五
月
十
七
日
（
火
）
～

　
　
　
　
十
九
日
（
木
）

　
※
実
技
講
習
日
は
、
指
定
日

　
　
に
な
り
ま
す
。

■
会
場

　
（
社
）
日
本
ク
レ
ー
ン
協
会

　
東
海
支
部
半
田
教
習
セ
ン
タ
ー

　
半
田
市
住
吉
町
三
―
百
五
十
五

■
受
講
資
格

　
十
八
才
以
上

■
会
費
　
二
万
九
千
五
百
円
／

　
　
　
　
テ
キ
ス
ト
代
含

■
定
員
　
三
十
名

■
〆
切
　
四
月
十
五
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
　

　
資
格
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

姥 厩嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘

姥
厩
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嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘

り
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
、

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
準
備
し
た
六
十
組
の
材
料

は
全
て
な
く
な
り
、
親
子
一

緒
に
木
の
温
も
り
を
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
名
古
屋
市
議
会
選
挙
が
、
三

月
十
三
日
（
日
）
投
開
票
さ
れ

ま
し
た
。

　
即
日
開
票
の
結
果
、
民
主
党

の
当
選
は
十
一
名
（
立
候
補
者

二
十
八
名
）
、
全
建
愛
知
の
推
薦

し
た
候
補
者
二
十
一
名
中
、
当

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
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あああああああああああああああああああああ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ががががががががががががががががががががが
ととととととととととととととととととととと

ご
協
力
あ
り
が
と
うううううううううううううううううううううう

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし

ご
ざ
い
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

引
続
き
県
議
・
一
般
市
町
村
を

選
七
名
に
留
ま
り
極
め
て
厳
し

い
結
果
と
な
り
、
中
区
・
東
区
・

天
白
区
・
南
区
・
西
区
で
は
民

主
党
議
員
が
い
な
い
空
白
区
と

な
り
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
な
ど
、
ご
支
援
い
た

だ
い
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
愛
知
県
会

議
員
選
挙
は
、
四
月
一
日
（
金
）

告
示
・
四
月
十
日
（
日
）
投
開

票
、
 
地
方
選
（
市
）
四
月
十
七

日
（
日
）
告
示
・
地
方
選
（
町

村
）
四

月

十

九

日
（
火
）
告

示
・
四
月
二
十
四
日
（
日
）
投

開
票
で
行
わ
れ
ま
す
。

 　
投
票
日
に
は
、
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
必
ず
お
出
掛
け
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ご
都
合
の
悪
い
方

は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
建
設
業
で
働
く
私
た
ち
の
要

求
を
議
会
に
反
映
し
、
引
き
続

き
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元

老後の保障は全国建設技能者国民年金基金で

お問い合わせは、年金共済課まで

国民年金の上乗せ制度「全建総連の国民年金基金」に加入しよう
メリット１.　掛金が安く設定されています。税金面で実質さらに有利。

メリット3.　受取保証があり、掛け捨てにならない公的な年金で安心。

メリット2.　掛金の全額が社会保険料控除となり、税金も軽減できるお得な年金。
受け取る年金にも税金の優遇措置（公的年金等控除）

熱
心
な
指
導
を
す
る
役
員
（
左
）

襖 鴬横横横横横横横横

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

　「念願の上位入賞（愛知県住宅供給公
社理事長賞）を果たし、とても嬉しく
思っています」と、満面の笑顔で話す
のは藤吉聡さん（建築設計士・29歳・
旭瀬戸支部）です。
　昨年は、惜しくも上位に食い込めず
入賞に終わり、今年こそ上位入賞を目
指し望んだ2回目の挑戦となる、わが

家のリフォームコンクールでした。
　結果として、築100年程の古民家をリフォームし
応募する方が多い中、藤吉さんは一般的に需要の多
い築30～40年の建売住宅のリフォームに目を付け
たことが、審査員から高い評価を得ました。
　2年前、名古屋市内で30坪程の物件を見付けた、
藤吉さんは、自ら築40年の中古建売住宅を購入し、
リフォームに取り掛かりました。
　築40年の古家となると、なかなか住み続けるのは
難しいものです。建売住宅の多くは、細かく仕切ら
れた間取りがほとんどで、水廻りは狭く、天井やド
アの高さが低いなど、また耐震性・断熱性も今の新
築と比べると不十分です。その結果、建て替える結
論になりがちです。
　しかし、この建物は、まだまだ骨組みはしっかり
しているので、耐震補強をすれば住み続けるのは充
分可能と判断しました。また、以前の持ち主から
「思い出深い家だから出来る限り、原形を残して欲
しい」と言われていました。
　藤吉さんの限られた予算も大きな理由の1つです
が、「今の時代、全て新しい物に建て替えるのでは
なく、私たち職人の先輩方が手掛けた建物をもう一
度、再生することも重要ではないか」と考えました。
　リフォーム箇所では、例えば薄暗い北側のＤＫの
天井を傾斜にし、トップライトを新設しました。
　結果、明るい日差しが降り注ぐＤＫになりました。

 藤吉 　 聡 
ふじよし さとし

　この業界に入ったきっかけは、海外の有名な建造物
を見て、建物の素晴
しさを感じました。そ
の感動を期に、22歳
で再び大学に入学
し、１から建築技術
を学び、卒業後は、他
の設計事務所で修業
をし、今では父が営
む設計事務所の社員
として、日々励んでい
ます。
　いつか目標とする
父に追いつき追い越
し、立派な建築設計
士を目指していま
す。少し遅咲きかも
しれませんが、一生
涯の仕事に出会えた
ことに心から感謝し
ています。

息を吹き返した築40年の建売住宅

若き建築設計士 誕生
わが家のリフォームコンクール

技
術
研
修
会
開

技
術
研
修
会
開
催催

岐
阜
県
高
山
／
飛
騨
の
匠
文
化

岐
阜
県
高
山
／
飛
騨
の
匠
文
化
館館

２月20日



中
川
熱
田
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
五
月
八
日
（
日
）

■
会
場
　
名
古
屋
ク
ラ
ウ
ン
ホ
テ
ル

中
村
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
五
月
八
日
（
日
）

■
会
場
　
つ
ち
や
ホ
テ
ル

港
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
五
月
十
五
日
（
日
）

■
会
場
　
港
湾
会
館

東
海
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
五
月
十
五
日
（
日
）

■
会
場
　
ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田

碧
海
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
五
月
二
十
二
日
（
日
）

■
会
場
　
高
浜
市
立
中
央
公
民
館

春
日
井
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
五
月
二
十
九
日
（
日
）

■
会
場
　
グ
ラ
ン
ド
テ
ィ
ア
ラ
春
日
井

天
白
支
部
／
イ
チ
ゴ
狩
り
＆
竹
細
工
体
験

■
日
程
　
四
月
三
日
（
日
）

■
行
先
　
静
岡
県
久
能
山
他

中
支
部
／
イ
チ
ゴ
狩
り
＆
清
水
ベ
イ
ク
ル
ー
ズ

■
日
程
　
四
月
十
日
（
日
）

■
行
先
　
静
岡
県
駿
河

木
曽
川
支
部
／
日
本
海
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
四
月
十
七
日
（
日
）

■
行
先
　
江
、
浅
井
三
姉
妹
博
覧
会

春
日
井
支
部
／
イ
チ
ゴ
狩
り

■
日
程
　
四
月
十
七
日
（
日
）

■
行
先
　
デ
ン
パ
ー
ク
・
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
他

名
東
支
部
／
浜
松
の
旅

■
日
程
　
四
月
二
十
四
日
（
日
）

■
行
先
　
航
空
自
衛
隊
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

小
牧
支
部
／
支
部
総
会
＆
レ
ク

■
日
程
　
四
月
三
日
（
日
）

■
行
先
　
福
井
県
武
生

津
島
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
日
（
日
）

■
会
場
　
尾
張
温
泉
観
光
ホ
テ
ル

旭
瀬
戸
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
ス
カ
イ
ワ
ー
ド
あ
さ
ひ

北
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
魚
鉄

豊
橋
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
日
航
ホ
テ
ル

南
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
尾
張
温
泉
観
光
ホ
テ
ル

守
山
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
沸
騰
庵

長
久
手
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
二
十
日
（
水
）
　

■
会
場
　
長
久
手
町
商
工
会
館

海
部
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
二
十
四
日
（
日
）

■
会
場
　
尾
張
温
泉
観
光
ホ
テ
ル

一
宮
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
二
十
四
日
（
日
）

■
会
場
　
太
閤
殿

岡
崎
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
二
十
四
日
（
日
）

■
会
場
　
桑
谷
山
荘

尾
北
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
二
十
四
日
（
日
）

■
会
場
　
十
八
楼

瑞
穂
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
二
十
四
日
（
日
）

■
会
場
　
湯
～
と
ぴ
あ
宝

豊
田
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
三
十
日
（
土
）

■
会
場
　
豊
田
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

　
春
日
井
支
部
は
、
二
十
数
年

前
に
春
日
井
東
支
部
と
春
日
井

西
支
部
が
合
併
し
て
、
現
在
の

支
部
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
発
足
に
伴
い
、
春
日
井
市
内

を
二
十
一
に
区
割
り
し
、
二
十

一
名
の
班
長
を
選
出
。

　
そ
の
中
か
ら
二
年
毎
に
支
部

長
一
名
、
副
支
部
長
二
名
、
会

計
一
名
、
書
記
一
名
を
選
挙
に

よ
り
決
め
て
い
ま
す
。

　
月
に
一
回
の
支
部
会
を
開
催

し
、
本
部
執
行
委
員
会
報
告
。

行
事
等
の
提
案
、
組
合
員
の
新

加
入
。
脱
退
状
況
を
報
告
し
て

い
ま
す
。
支
部
役
員
が
中
心
と

な
り
、
組
織
拡
大
行
動
や
新
規

組
合
員
の
増
加
に
取
組
み
、
そ

の
甲
斐
あ
り
、
一
時
は
六
百
五

十
名
も
の
大
集
団
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
近
の
不
景
気
で
、
組
合
員

数
も
減
少
し
現
在
六
百
名
弱
と

な
っ
て
い
ま
す
。
六
百
五
十
名

を
目
標
に
役
員
は
も
ち
ろ
ん
組

合
員
の
方
々
に
も
更
な
る
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
支
部
恒
例
行
事
と
し
て
は
、

春
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
五

月
の
春
日
井
市
主
催
「
わ
い
わ

い
カ
ー
ニ
バ
ル
」
へ
の
参
加
、

支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定

支
部
総
会
予

支
部
総
会
予
定定

こ
ん
に
ち
は
！
春
日
井
支

こ
ん
に
ち
は
！
春
日
井
支
部部
でで
すす

支
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー
　
厳
⑥

支
部
総
会
、
八
月
・
十
月
・
十

一
月
に
は
組
織
拡
大
行
動
、
新

春
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
す
。

　
本
年
度
の
新
し
い
試
み
と
し

て
、
秋
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

と
「
春
日
井
ま
つ
り
」
へ
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
都
度
、
反
省
会
等
を
開

き
、
よ
り
よ
い
支
部
発
展
に
努

力
し
て
い
ま
す
。

　
　
【
新
山
悦
次
支
部
長
　
記
】

千
種
・
東
支
部
合
同
春
レ
ク
／

　
　
　
琵
琶
湖
ク
ル
ー
ズ
の
旅

■
日
程
　
四
月
十
六
日
（
土
）

■
行
先
　
滋
賀
県
琵
琶
湖

■
会
費
　
・
大
人
…
四
千
円

　
　
　
　
・
小
人
…
二
千
円

■
受
付
　
四
月
三
日
～

　
　
　
　
（
定
員
満
了
次
第
〆
切
）

■
申
込
・
問
合
　
丹
羽

℡
０
９
０
―
３
５
６
５
―
３
５
５
３

緑
支
部
／
海
釣
り
大
会

■
日
時
　
五
月
十
四
日
（
土
）

■
集
合
　
午
前
六
時

■
会
場
　
紀
伊
長
島
海
上
釣
堀

　
正
徳
丸
／
現
地
集
合
現
地
解
散

■
会
費
　
三
千
円

■
定
員
　
二
十
五
名

※
受
付
は
、
四
月
十
五
日
か
ら
 

　
（
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
）

※
申
込
は
、
胃
で
氏
名
・
電
話

　
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

■
申
込
・
問
合
　
風
間

　
胃
０
５
２
―
8
7
7
―
1
6
8
8

　
℡
0
9
0
―
1
4
7
2
―
2
3
5
4

　
組
合
で
は
、
「
使
用
済
み
切

手
」
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
、
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
「
使
用
済
み
切
手
」
は
、

回
収
承
り
ま
す

使
用
済
み
切
手

組合まで

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶
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乙
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乙
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乙
乙
乙
乙
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乙
乙
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乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
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乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
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乙
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WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllllllllcccccccccccccccccccccooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
40歳以下の組合員は全員青年部員です

■日　時　５月22日（日）
　　　　　午後２時30分／受付、午後３時00分／開会
■場　所　全建愛知会館
■参加費　無料
■申込・問合　青年部担当の中西・鈴木までご連絡ください。

「第39期定期総会開「第39期定期総会開催催」」
― 参加者募集中 ―

　全建愛知青年部では、この１年間の活動経過や決算を報告
し、今後の活動方針や予算案を確認するため、毎年「定期総
会」を開催しています。
　青年部員の皆さん、ぜひ、第39期定期総会にご参加くださ
い。また、定期総会終了後は、場所を変えて懇親会を開催し
ます。
　この大不況を乗り切るためにも青年部員同士、交流を深め、
団結力をさらに強め、組合及び建設業界を活性化していきましょ
う。

昨
年
の
総
会
の
様
子

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

　
隔
月
で
キ
ャ
ロ
ッ
ト
に
掲
載

し
ま
し
た
、「
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
は
、
多
数

の
方
々
か
ら
、
ハ
ガ
キ
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
総
数
「
三
百
十
二
枚
」
（
二

月
末
現
在
）
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

主
催
者
で
あ
る
「
連
合
愛
知
へ

百
五
十
六
枚
」
、
「
中
部
盲
導
犬

協
会
へ
百
五
十
六
枚
」
寄
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
書
き
損
じ
ハ
ガ

キ
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
あああああああああああああああああああああ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ががががががががががががががががががががが
ととととととととととととととととととととと

ご
協
力
あ
り
が
と
うううううううううううううううううううううう

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし

ご
ざ
い
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

住
宅
デ
ー
予

住
宅
デ
ー
予
定定

津
島
支
部
／
潮
干
狩
り

■
日
程
　
五
月
十
五
日
（
日
）

■
行
先
　
吉
良
海
岸

海
部
支
部
／
メ
ロ
ン
狩
り
＆
バ
イ
キ
ン
グ

■
日
程
　
六
月
五
日
（
日
）

■
行
先
　
伊
良
湖

港
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
四
月
十
六
日
（
土
）

　
　
　
　
　
～
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
と
だ
が
わ
こ
ど
も
ラ
ン
ド

春
日
井
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
五
月
十
五
日
（
日
）

■
会
場
　
落
合
公
園

尾
北
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
五
月
二
十
九
日
（
日
）

■
会
場
　
す
い
と
ぴ
あ
江
南

中
村
支
部
主
婦
の
会
／
親
睦
旅
行

■
日
程
　
四
月
十
八
日
（
月
）

　
午
前
十
時
十
分
、
名
鉄
名
古

　
屋
駅
中
央
改
札
口
へ
集
合

■
行
先
　
犬
山

■
〆
切
　
四
月
五
日

■
申
込
・
問
合
　
柴
田

℡
・
胃
０
５
２
―
４
８
１
―
９
７
３
３

家 寡加加加加加加加加加加加加加加加加
　
「
一
斉
積
立
ぜ
ん
け
ん
あ

い
ち
」の
積
立
金
額
は
、
月
々

二
千
円
。

　
組
合
費
等
と
合
わ
せ
て
毎

月
二
十
七
日
に
自
動
引
落
と

な
り
、
元
金
十
二
万
円
（
五

年
間
／
六
十
ヶ
月
）
に
達
し

た
時
に
、
自
己
判
断
に
よ
り
、

随
時
積
立
を
停
止
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
ま
た
、
積
立
停

止
後
の
再
開
及
び
十
二
万
円
超

過
分
の
引
き
出
し
に
つ
い
て
も

可
能
で
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
、
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

　
「
一
斉
積
立
の
一
部
解
約
・
再

開
（
継
続
）
・
停
止
依
頼
書
」

を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　
十
二
万
円
に
達
し
な
い
方
に

つ
い
て
は
、
引
き
出
し
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
一
斉
積
立
の
停
止
や
再
開
の

都
度
、
引
落
明
細
書
は
発
行
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
引
落
金
額
に

ご
注
意
の
上
、
毎
年
三
月
中
旬

に
送
ら
れ
る
、
自
動
引
落
の
お

知
ら
せ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　　
お
問
合
せ
は
、
組
合
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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積積積積積積積積積積積積積積積積積積積積積積積積積積積積積積
立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立
引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引
落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落
のののののののののののののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案

一
斉
積
立
引
落
の
ご
案
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内

随
時
積
立
を
停
止
で
き
ま
す

善
意
銀
行
へ
寄
付
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
組
合

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
回
収
　
年
間
通
じ
実
施
。

お知らせ
◎3月1日現在の組織人員

　は、11,050名です。

◎5月～7月は、春の組織拡

　大強化月間です。１人の

　組合員が、１人の未加入

　者を紹介しましょう。

　皆さん、組織拡大行動に

　ご協力お願いします。

支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集

役員の方々



◎
名
古
屋
ま
で
通
院
！

　
『
昨
年
八
月
頃
よ
り
体
調
が

最
悪
。
手
術
・
入
院
・
通
院
。
足
助

か
ら
名
古
屋
市
千
種
区
ま
で
九

十
分
か
け
て
の
つ
ら
い
日
々

…
。
先
日
、
診
察
で
一
合
の
晩
酌

許
可
が
出
た
よ
』

　
【
豊
田
市
／
市
川
良
秋
さ
ん
】

※
お
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
明
る
い
未
来
を
！

　
『
最
近
仕
事
が
な
い
と
言
う

職
人
が
多
く
い
ま
す
。
お
陰
で

我
家
は
賃
金
カ
ッ
ト
は
あ
る
も

の
の
食
べ
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。
一
日
で
も
早
く
仕
事
賃
金

が
本
来
の
姿
に
戻
る
こ
と
を
願

い
選
挙
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
』

　
【
豊
橋
市
／
村
松
敏
秀
さ
ん
】

※
景
気
が
良
く
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

◎
受
験
生
の
母
！

　
『
今
年
は
長
男
が
受
験
生
。
初

め
て
の
受
験
生
の
母
。こ
の
一

年
ど
う
な
る
事
や
ら
…
』

【
長
久
手
町
／
尾
崎
紫
温
さ
ん
】

※
桜
が
満
開
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

◎
パ
パ
と
お
出
掛
け
！

　
『
こ
な
い
だ
、
三
才
に
な
っ
た

子
供
と
旦
那
が
二
人
で
ラ
ー
メ

ン
を
食
べ
に
行
き
ま
し
た
。
母

は
０
才
の
息
子
と
留
守
番
。「
ラ

ー
メ
ン
を
食
べ
に
お
父
さ
ん
と

お
出
掛
け
っ
て
い
う
の
が
、
な

ん
と
な
く
、「
大
き
く
な
っ
た
な

あ
…
」
な
ん
て
思
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
』

　
【
小
牧
市
／
水
谷
典
子
さ
ん
】

※
成
長
が
楽
し
み
で
す
ね
。

◎
今
回
こ
そ
必
ず
！

　
『
昨
年
夏
か
ら
夫
婦
揃
っ
て

禁
煙
を
始
め
ま
し
た
。
今
ま
で

何
度
も
ト
ラ
イ
し
ま
し
た
が
失

敗
。
今
回
は
成
功
し
そ
う
で
す
。

だ
け
ど
禁
煙
始
め
た
ら
二
人
と

も
体
重
が
増
加
（
悲
）
。
次
は
ダ

イ
エ
ッ
ト
か
な
（
笑
）
。
』

　
【
一
宮
市
／
谷
川
か
よ
さ
ん
】

※
健
康
の
た
め
禁
煙
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
頑
張
っ
て
。

◎
私
、
名
ド
ラ
イ
バ
ー
で
す
！

　
『
三
月
三
日
で
七
十
才
に
な

り
ま
し
た
。
免
許
証
更
新
で
高

齢
者
講
習
を
受
け
て
五
年
有
効

　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

二
十
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⑯
事
業
資
金
の
…
…
を
受
け
る

⑰
む
か
し
、
合
戦
の
時
に
着
用

⑱
産
直
の
新
鮮
な
…
…
産
物

⑲
お
だ
や
か
な
春
…
…
が
吹
く

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

四
月
八
日
ま
で
に
組
合
の
教

宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
胃

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

　
シ
ュ
ン
ミ
ン

■
当
選
者

　
青
木
柚
月
さ
ん
他
十
九
名

■
五
月
号
の
原
稿
締
切

　
四
月
八
日
（
金
）

【
ヨ
コ
の
カ
ギ

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】】

①
船
首
を
左
へ
向
け
ま
す

④
落
語
家
の
別
の
言
い
方

⑥
忘
れ
な
い
よ
う
に
…
…
す
る

⑦
ダ
イ
ズ
が
原
料
の
調
味
料

⑧
と
り
と
め
も
な
い
よ
も
や
ま

　
話
、
…
…
談

⑩
い
な
な
く
動
物

⑪
…
…
を
さ
ら
す
政
治
家
も
い
ま
す

【
タ
テ
の
カ
ギ

【
タ
テ
の
カ
ギ
】】

⑬
日
本
の
プ
ロ
野
球
の
チ
ー
ム

　
に
は
十
二
人
い
ま
す

⑭
昆
虫
の
さ
な
ぎ
が
、
か
ら
か

　
ら
出
て
、
羽
の
生
え
た
成
虫

　
に
な
る
こ
と

⑯
顔
か
ら
…
…
を
た
て
て
怒
る

⑰
新
聞
社
が
…
…
調
査
を
す
る

⑲
働
き
す
ぎ
て
…
…
に

⑳
菅
首
相
が
目
指
し
て
い
ま
す

①
洋
の
…
…

②
万
年
も
生
き
る
？

③
自
分
自
身
に
質
問
、
結
論
を
出
す

④
春
の
風
物
詩

⑤
歯
の
ま
わ
り
に
あ
る
組
織
の
炎
症

⑨
月
の
光
で
で
き
ま
す

⑫
サ
イ
コ
ロ
の
目
で
、
奇
数

⑮
「
さ
つ
ま
い
も
」
の
こ
と

【
編
集
後
記
】
年
度
末
に

差
し
掛
か
り
、
バ
タ
バ
タ

状
態
で
す
。
担
当
の
選
挙

と
専
門
部
の
対
応
に
追
わ

れ
て
い
ま
す
。

【
に
ん
じ
ん
】
我
が
家
に

家
族
が
増
え
ま
し
た
。
俊

介
・
優
希
・
そ
し
て
待
望

の
女
の
赤
ち
ゃ
ん
。
「
さ

く
ら
」
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
パ
パ
、

ま
す
ま
す
仕
事
頑
張
る

ぞ
。
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★
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○さ 

も
ら
い
ま
し
た
。
が
ん
ば
り
ま

す
！
』

　
　
【
緑
区
／
更
谷
順
子
さ
ん
】

※
安
全
運
転
で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

◎
可
愛
い
孫
の
た
め
！

　
『
気
分
も
ス
ッ
キ
リ
！
確
定

申
告
終
わ
り
ま
し
た
。
お
父
さ

ん
、
初
節
句
の
孫
の
こ
い
の
ぼ

り
買
い
に
行
き
ま
す
よ
』

【
長
久
手
町
／
安
江
豊
子
さ
ん
】

※
こ
い
の
ぼ
り
奮
発
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
！

　
『
先
日
孫
娘
と
梅
祭
り
に
行

き
ま
し
た
。
好
み
の
色
の
梅
の

花
を
見
つ
け
喜
ん
で
い
る
姿
を

見
て
「
桜
が
咲
く
頃
に
は
小
学

生
か
ぁ
～
」
と
孫
の
成
長
の
早

さ
に
驚
き
、
元
気
に
成
長
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
』

　
【
豊
橋
市
／
福
田
一
義
さ
ん
】

※
日
々
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
ね
。

◎
僕
の
習
性
な
ん
だ
も
ん
！

　
『
我
が
家
の
黒
ネ
コ
が
ま
た

動
物
病
院
へ
通
う
時
期
に
な
り

ま
し
た
（
五
年
前
に
置
き
去
り

に
さ
れ
て
い
た
ネ
コ
で
す
）
。
な

ぜ
な
ら
、こ
の
時
期
は
男
の
子

に
と
っ
て
は
、
ナ
ワ
バ
リ
や
ら

で
ケ
ガ
が
絶
え
な
い
も
の
で
、

顔
は
「
お
岩
さ
ん
」
状
態
で
す
』

　
【
一
宮
市
／
遠
藤
幸
代
さ
ん
】

※
ケ
ン
カ
も
ほ
ど
ほ
ど
に
ネ
。

◎
楽
に
な
り
た
い
よ
！

　
『
年
長
の
長
男
が
三
才
か
ら

花
粉
症
で
、
今
年
は
早
く
か
ら

目
に
も
強
く
症
状
が
出
て
、
一

度
寝
た
ら
朝
ま
で
起
き
な
い
子

が
、
鼻
詰
ま
り
と
鼻
水
で
夜
中

に
何
度
も
起
き
た
り
と
辛
そ
う

で
す
。
気
候
が
良
く
な
り
外
遊

び
に
は
最
高
な
の
に
か
わ
い
そ

う
な
く
ら
い
で
す
が
、
今
は
園

児
に
も
多
い
よ
う
で
、
周
り
に

も
花
粉
症
の
子
供
た
ち
が
い
ま

す
。み
ん
な
少
し
で
も
楽
に
な

る
と
い
い
の
で
す
が
…
。
』
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【
緑
区
／
名
和
佳
世
子
さ
ん
】

※
何
と
か
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。

◎
代
々
受
継
が
れ
る
ひ
な
人
形
！

　
『
今
年
で
四
十
三
回
目
の
ひ

な
飾
り
で
す
。
私
の
娘
に
贈
っ

て
く
れ
た
亡
き
母
を
毎
年
思
い

出
し
ま
す
。
七
段
飾
り
で
と
て

も
立
派
。
華
や
か
で
私
の
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
』

【
春
日
井
市
／
加
藤
澄
子
さ
ん
】

※
ひ
な
人
形
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
今
年
も
健
康
だ
ぁ
！

　
『
春
を
告
げ
る
国
府
宮
の
裸

祭
り
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
風

が
強
く
寒
い
日
で
し
た
。で
も

裸
男
の
元
気
な
姿
を
見
て
私
も

体
に
気
を
付
け
て
今
年
も
健
康

で
い
ら
れ
る
よ
う
に
祈
り
ま
し

た
。
帰
る
時
に
裸
男
に
、
な
お
い

布
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ラ
ッ

キ
ー
で
し
た
』

　
【
中
川
区
／
伊
藤
政
子
さ
ん
】

※
今
年
は
医
者
要
ら
ず
で
す
ね
。

◎
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
が
…
！

　
『
高
山
に
地
震
が
あ
り
ま
し

た
。
妹
が
住
ん
で
い
る
の
で
電

話
し
ま
し
た
。「
元
気
で
変
わ
り

な
い
よ
～
。
」の
返
事
。
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
心
の
ど
こ

か
に
Ｎ
Ｚ
の
地
震
で
、
ま
だ
不

明
の
人
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

だ
と
い
う
思
い
で
苦
し
い
で
す
』

【
長
久
手
町
／
宮
﨑
ゆ
き
代
さ
ん
】

※
無
事
で
い
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

◎
皆
さ
ん
の
周
り
で
起
き
た
楽

　
し
い
近
況
報
告
お
待
ち
し
て

　
い
ま
す
。
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　「全建愛知組合員手帳」または全建愛知
が発行する「優待券」をフロントに提示
すると、割引料金にて「猿投温泉ホテル
金泉閣」施設を利用できるようになりま
した。
　割引料金は次のとおりとなります。
（他の割引制度との重複利用はできません）

猿投温泉ご優待のご案内

①金泉閣…１泊２食（サービス料込・税
　別）、昼食・夕食（サービス料込・税
　別）も各基本料金の10％割引。
②岩風呂…大人通常料金1,500円を
1,050円（税込）。
　小人通常料金1,000円を630円（税込）
　入泉回数券（11枚綴り）を基本料金の
　10％引き。
③さなげ座…カラオケ部屋基本料金の
500円引きとする。
　※猿投温泉ホテル金泉閣が指定する特
　　別企画については割引できません。
　※金泉閣を利用する際は、必ず前日ま
　　でに予約するものとし、予約申込の
　　受付等については組合員さんが直接
　　行うものとします。
※金泉閣を利用時にはチェックアウト
後に、岩風呂利用時には入館時に、
さなげ座については退館時に定めら
れた割引料金による精算を行います。

【お問合せ・予約ご連絡先】
猿投温泉ホテル金泉閣
愛知県豊田市加納町馬道通 ２１
℡（0565）45―6111
営業時間／午前10時～24時年中無休
（日・祝は午前９時～24時）
　組合員手帳がお手元に無い場合は、優
待券をお送りしますので年金共済課まで
ご連絡ください。


